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私は小学校の時兄について教会に通い始め結婚
するまで通いました。しかし、救いの信仰でも
なく御言葉に根を下ろしてない信仰でしたので
神様を信じない旦那に出会い  教会と離れ結局
主を離れました。そうするうちに私の家に近く
に住んでいた姉が村の区域長に伝道され私より
先に教会を通い始めました。私はその姉に伝道
され恵みと真理教会を通うようになりました。
一時期主日礼拝だけ参席して礼拝時間に居眠り
ばかりでした。しかし平日の礼拝も捧げるよう
になり御言葉の恵みと感動を受け主が私を救っ
てくださった初恋の喜びと感激を味わいながら
生きるようになりました。  
イエスキリストを私の救い主として受け入れ喜
びながら感謝しながら神様を信じ礼拝する生活
に熱心しました。清くて栄光である区域長の職
分を受けました。聖歌隊員として奉仕しました
が幼稚部の伝道士の勧誘で教師が足りなかった
教会学校で奉仕するようになりました。職分を
担えるには足りなかったですが従順して忠誠を
しようと努力しながら私がまず神様のたくさん
の恵みを受け神霊な世界にかんして習い悟られ
私の信仰が成長しました。  
そんな私にどう言えない大きい悲しみと苦しみ
が来ました。愛する 5 歳の息子が急に病気にか
かって症状が悪化して天国に行ったのです。愛
する息子を離れた衝撃的な事を受け苦しみなが
ら信仰の力でかろうじて耐え忍んでいましたが、
“神様を信じる人になぜあんな事ができるのか”
と周りと人々から悪口を聞かれて彼らの冷たい
視線が感じられました。 

後では息子を喪った悲しみより信じない者達が
影で謗ることがもっと心が痛かったです。“な
ぜ、私にこんな事ができたのか？”私がどんな
過ちをしたのか？なぜ神様は私の祈りを聞いて
くださらないのか？大きく落段して耐えられな
かったです。そうしながら神様も恨みました。
私のため教会の教役者と多くの聖徒が祈ってく
ださり慰められました。私が神様の思いも求め
ながら涙で祈る時に神様は悲しみを勝つように
大きい慰めと平安を与えてくださり倒れないよ
うに力を与えてくださいました。 
熱心に神様を仰ぎながら礼拝し御言葉を黙想す
るとき神様は“わたしは裸で母の胎を出た。裸
でそこに帰ろう。主は与え、主は奪う。主の御
名はほめたたえられよ。  このような時にも、
ヨブは神を非難することなく、罪を犯さなかっ
た。  （ヨブ１：２１．２２） 
わたしたちは、四方から苦しめられても行き詰
まらず、途方に暮れても失望せず  虐げられて
も見捨てられず、打ち倒されても滅ぼされない。 
わたしたちは、いつもイエスの死を体にまとっ
ています、イエスの命がこの体に現れるために。
（コリント信徒への手紙二  ４：８～１０）と
いう御言葉をくださり、神様の不信と疑った罪
を犯さないように私の強く掴んでくださいまし
た。確かに神様の御心があると思い信仰で考え
礼拝と奉仕することに専念しました。 
すると主はまず旦那を主の所に導いてください
ました。熱心に伝道してもこころが開いていな
かった旦那が息子の突然の死を通してこの地の
人生の無常さをつくづくと悟り天国を願い教会
へ通うようになりました。  
続いて 2010 年に神様は私の夫婦にきれいな娘
をプレゼントでくださいました。私が帝王切開
手術を何度もしたので出産にも危険が伴う、奇

形児の検査でも異常の所見もありましたが神様
に祈りと神様に頼りながら大胆になりました。
ついに神様の恵みで健康な赤ちゃんを産みまし
た。ハレルヤ！ 
趣味生活で運動が大好きでしたので今まで信仰
生活を疎かにした旦那があれほど望んだ子供を
得ると神様に感謝し信仰生活に熱心を出して、
私達の夫婦が共に礼拝し祈りして答えられる楽
しみを味わいながら生きるようになりました。 
私の人生の道へ苦難が来た時ことに耐え抜くよ
うに慰めと力をくださり相変わらず主を愛しさ
さげ奉仕するように導いてくださった神様の愛
と恵みに感謝を捧げます。  
万事が益となるように共に働く神様の限りない
恵みがあって、以前の時間を振り替え見ると教
会学校の教師として責任感と使命感が苦難と逆
境をよく克服するに大きい力になったと思いま
す。 
 “それならば、あなたは他人には教えながら、
自分には教えないのですか。「盗むな」と説き
ながら、盗むのですか。”（ローマ信徒への手
紙  ２：２１）“わたしがキリストに倣う者で
あるように、あなたがたもこのわたしに倣う者
となりなさい。（コリント信徒への手紙一  １
１：１）とは主の御言葉が私に大きい教訓にな
りどんな状況でも揺れなく捧げ、手本を見せる
教師になるように私を掴んでくださいました。 
主の摂理と導きに感謝しまた感謝します。また、
礼拝ことに恵みと命の御言葉をくださる当会長
牧師といつも祈ってくださり励んでくださる教
役者、仲間先生たちの愛と親切さにも感謝しま
す。主が呼ばれる日まで主に向かう信仰と希望
と愛で頑張って礼拝しながら福音を伝えること
に最善を尽くします。 
 

 

 

 

 

"私があなたのすべての人より方言をもっと言

うので神様に感謝するしかし、… "( コリンド

全書 14:18、 19)  

 

コリンド全書 14 枚は全部方言に関して記録さ

れました。方言がそれほど聖徒の信仰生活に重

要な位置を占めているためです。方言は聖徒た

ちの信仰生活に多くの有益を与えます。新約聖

書で方言に関して初めて記録されたところはマ

ガ福音 16 枚です。復活したイエスが昇天する

前、弟子たちに仰せつけられ、 "信じる者たち

には、このような標的によってすぐ私たちが私

の名前で悪霊を追い出し、新しい方言を話し、

"との約束のお話は現在形になっています。こ

のような標的がいつも現在的にになることを意

味するものです。   

"聖霊の洗礼受ける時に見られている標的が何

ですか ?"という質問に対する答えが使徒行伝に

あります。それぞれ他の人々が多様な時間と場

所と状況で  聖霊で洗礼を受けました。初場面

は、エルサレムのある屋階に集まった人たちが

聖霊の洗礼受けたことでした。二番目の場面は、

サマリア人たちが聖霊の洗礼受けた場面です。

3 番目の場面は、サウルと呼ばれる青年が聖霊  

で充満するようになったことでした。４番目の

場面は、コネルリョの家に集まった人たちが聖

霊を受けたことでした。５番目の場面は、エペ

ソ教会の信者たちが聖霊を受けたことでした。

聖書に記録された聖霊の洗礼を受ける際の現象、

聖霊を受ける 5 の場面に現れた標的を整理すれ

ば急いで強い風のような音、火の舌のように分

かれること、神様を高めること、予言、方言の

五つです。その中に方言だけが聖霊洗礼を受け

る三つの場面に全部あります。サマリア人たち

とパウロの場合にも方言で分かるように十分な

暗示があります。しかし、聖霊の洗礼を受ける

際、必ず方言を話すことになったと記録されて

いるわけではありません。   

ある方はコリンド全書 12 枚の 9 つの聖霊の恩

賜に対する記録の中で方言の  恩賜は最後に記

録されているのです。それであまり重要じゃな

い恩賜と言います。しかし、記録した順番の重

要性の意味するとできません。神様がくれる  

恩賜はすべて貴重なものです。だからその主張

は正しくないです。 

方言は、この世の中の言葉がありません。勉強

して習得することができる言葉ではありません。

たとえ誰が真似をしたとしたらそれは物真似に

過ぎないだけであって方言の恩賜を受けて言う

ことはありません。宣教記録によると、彼が学

んでいない外国語を一時的に話すことになる場

合がまれにあるが、このような場合は神様がど

んな目的のためにその人を通じて奇跡を起こっ

たものです。彼が学んでいない外国語を話した

り、聖霊の恩賜である方言を話したのはありま

せん。五旬節の日に聖霊の洗礼受けた 120 人が

方言を言うことを聞いて人達が、それぞれ彼ら

が生まれた所の言葉で聴いました。これは 120

門徒が各国の言葉をしたのではなく聞き手が母

国語で聞くようになったというように受け止め

なければなりません。 

方言を言うと有益がたくさんあります。第一に、

神様と深い精神的に交感ができます。第二に、

方言を言ってる人の信仰を向上させます。第三

に、方言通訳があるときには教会の徳を立てる

ようにします。第四に、私たちの霊が祈りと賛

美をする手段となります。五つ、私たちの心霊

がさわやかさと安らぎを得るようになります。

一方、方言を言う人が留意することがあります。

方言で祈りをしたり、方言で説教をしてはいけ

ません。 "教会でお前が人を教えるために気付

いた気持ちで五語の話をするのが一万語の方言

で話しするほうがよい "としました。   

パウロ師道は公衆の礼拝で方言で話すことに関

して適切な方法を教えました。そうしてみると、

聞いた者らが方言について否定的な考えをする

ようになるおそれがありました。それゆえ "私

はお前が全部方言を話すのを望んでおこう "、 "

私があなたより方言をもっと言うので神様に感

謝する "しました。そして、断固とした口調で "

方言を話すのを禁じてはいけない "としました。

皆さんは、パウロ師道のこのような願いと感謝

と命令に深く共感して、方言ということの有益

さを楽しみください。 

 

 

「チョヨンモク牧師先生の信仰コラム‘緑の牧

場、清い川’本の語り中」  

 

 

 

 

[証]   息子を喪った悲しみをよく克服させるように導き、 

娘をプレゼントでくださった神様の恵みに感謝を捧げます。 

[信仰コラム]           方言 話すことによる感謝 
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説 教 の 中 に 一 番 多 く 使 う 単 語 の 中 に 一 つ が  

‘信仰’です . 信仰を言及しなくてはキリスト

教やクリスチャンに対して言えないです . “信

仰で生きる人”という呼称はクリスチャンと言

うのはどんな人なのかを非常に適切で含蓄性あ

るように説明する呼称の中で一つです . 今日の

本文には  “福音には神様の義が現われて信仰

で信仰に至るようになるからと記録された  神

の義は、その福音の中に啓示され、信仰に始ま

り信仰に至らせる。これは、「信仰による義人

は生きる」と書いてあるとおりである。”  と

言いました . この句節に福音の核心的な要素に

なる単語が言及されています . 

 ‘神の義’‘信仰で信仰に’‘義人’‘生き

る’という用語です . “義人は信仰で生きる” 

しました . 今日は  “信仰で生きる”と言う言

葉に含みされている核心的な意味をよく見ます . 

 

 

第一は、信仰によって永遠に生きること

になるという意味があります. 

 

“義人は信仰で生きる”と言いました. ‘義人’

という言葉と  ‘信仰’という言葉は分離する

ことができないです. ‘信仰’は  ‘義人’に

なる十分で必須な条件です . “永生を得ようと

すれば義人にならなければならない.” ことと  

“義人になる十分で必須な条件が信仰である.” 

というメッセージは聖書全体を一つで通す真理

です. ‘義人’と言うのは罪が全然ない人を言

います . アダムの子孫として罪が全然ない人は

一人もないです . “すべての人が罪を犯した  

義人はいない、ひとりもいない。”と聖書に宣

言されました . これを否定する人は神様をうそ

つき者に作ることだと言いました . もし、罪を

犯したことがないと言うなら、それは神を偽り

者とするのであって、神の言はわたしたちのう

ちにない。 (ヨハネの第一の手紙  1:10) だか

ら人の努力で義人になる道は全然ないです . 人

間は罪の中で出生して罪を犯して生きて行って

神様の震怒と審判を受けて滅亡するしかないで

す . このように絶望的な人生に福音が宣布され

ました . ただ信仰で義人になるという消息です . 

神様が罪人たちに要求することは信じることだ

けです . 

義人になる信仰はどんな性格の信仰ですか ? イ

エスキリストを信じる信仰です . 神様のキリス

トであるイエス様が罪人の罪を代わりにあがな

いを担当して無くそうと世の中へいらっしゃい

ました . あがないの供えになって十字架に釘つ

けられ貴重な血を流して死にました . そして死

亡の権勢を勝って三日ぶりに復活しました . ヨ

ハネの第一の手紙  3 章  5 節に記録されるのを  

“あなたがたが知っているとおり、彼は罪をと

り除くために現れたのであって、彼にはなんら

の罪がない。”  言いました . 誰でもイエスキ

リストを信じればイエス様の寶血で罪の洗いを

受けるようになります . あがないの恵みによっ

て義のあるようになります .  

 

 

 

 

 

そして聖霊で生まれかわるようになります . 生

まれかわる体験をするようになります . このよ

うな事は極めて神秘だから肉身の感覚で感じる

ことができないです . しかし実際に起きる変化

です . 

生まれかわった人にある生命は  ‘新しい生命’

です . 新しい生命は人の努力では持つことがで

きないです . 善良な行実や教育や修養や宗教の

儀識や苦行 , 何でも新しい生命を得ることがで

きる道はないです . クリスチャンと非クリスチ

ャンの差は外貌ではないで生命にあります . そ

の魂に新しい生命があるかないかという差です . 

聖書は  ‘新しい生命’をべつに言えば‘永生’

と言います. ‘永生’と言うのは永遠に生きる

ということ以上です． . 永生を得た人がこの世

を去る時になれば天国に入って神様とともに永

遠に生きるようになります . 

地獄は悪魔とその使者たちのために予備したと

ころだが , 人々が悪魔のさそわれて罪を犯した

わけに地獄へ行くようになるのです . エデンか

ら悪魔は人間の敵です . 人々が神様に罪を犯す

ようにして地獄に入る仕事をしています . 人々

が無神論者になるように慫慂します . 

 宗教心が強い人々を偶像崇拜者になるように

します . 福音を信じようと思う人々には肉の欲、

目の欲、持ち物の誇の自慢でまどって変質され

て混合した他の福音を信じるようにします . 奸

巧した悪魔がこのように暴れ狂うが神様が選ん

だ人々は聖書に啓示されたそのままの福音を信

じます . この信仰で義人になって永生を得て天

国に入るようになります . 

 “あなたは天国に入って神様とともに永遠に

生きるようになります.” という言葉よりもっ

と恵まれたものはないです . 人が世の中でどん

な身分でどうやって暮してもすべて死ぬものと

決まっています . 天国に入るという確信なしに

生きるということはむなしくてしょう . 確信を

持ったと言っても虚荒されたことを事実だと信

じることは無駄です . “私の義人は信仰で生き

る”と言う言葉の真意が分かって信仰を持った

人だけが天国で永遠に生きるようになります . 

皆さんは皆がこんな信仰を持って  “私は信仰

で生きます.” と言えるように願いします . 

 

 

二番目は、日々に信仰で生きて行くとい

う意味があります. 

 

私たちはイエスキリストを信じて永生を得る信

仰にとどまるのではなく日々に信仰で生きて行

くまで至らなければなりません . 聖書には永生

と天国に対する口約束だけではなく私たちがこ

の世の中に生きる間に享受することができる口

約束を限りなく記録しておきました . このよう

な口約束たちは私たちに神様が一緒になさって

手伝ってくれるという信仰を持つことができる

ようにしてくれます . ヘブル人への手紙で  11

章  6 節に  “信仰がなくては、神に喜ばれるこ

とはできない。なぜなら、神に来る者は、神の

いますことと、ご自身を求める者に報いて下さ

ることとを、必ず信じるはずだからである。”  

言いました . 

神様が私と一緒にいらっしゃって手伝ってくれ

るという信仰を持てば貪欲に縛られないです . 

人を恐れなくなります . 神様が私と一緒になさ

って手伝ってくれるという信仰を持てば神癒の

恵みを大胆に求めることができます . 神様は私

たちの病んだ体を治してくださるのを願って喜

びます . 神癒の祈祷は聖書に口約束された言葉

に根拠します .  

 

 

 

 

 

 

イエス様のあがないの恵みに根拠します . ヤコ

ブの手紙で  5 章  15 節に  “信仰による祈は、

病んでいる人を救い、そして、主はその人を立

ちあがらせて下さる。かつ、その人が罪を犯し

ていたなら、それもゆるされる。”  しました . 

信仰の祈りは私たちがすべきことで治すことは

神様の仕事です . 神様が私と一緒になさって助

けるという信仰を持てばやまやまな問題が解決

されることも体験することができます . イエス

キリストがおっしゃいました . “よく聞いてお

くがよい。だれでもこの山に、動き出して、海

の中にはいれと言い、その言ったことは必ず成

ると、心に疑わないで信じるなら、そのとおり

に 成 る で あ ろ う 。 ” (マ ル コ に よ る 福 音 書

11:23). 神様が私と一緒になさって助けるとい

う信仰を持てば苦難が有益になることを体験す

るようになります . 

 “それだけではなく、患難をも喜んでいる。

なぜなら、患難は忍耐を生み出し、   

忍耐は錬達を生み出し、錬達は希望を生み出す

ことを、知っているからである。”  (ローマ

人への手紙  5:3,4), “神は、神を愛する者た

ち、すなわち、ご計画に従って召された者たち

と共に働いて、万事を益となるようにして下さ

ることを、わたしたちは知っている。” (ロー

マ人への手紙  8:28). このような口約束をつ

かんで信仰で生きて行ってください . 神様が私

と一緒になさって助けるという信仰を持てば信

仰生活によってあう逼迫と損失を喜びで忍耐し

ながら乗り越えるようになります . ヘブル人へ

の手紙  あなたがたは、光に照されたのち、苦

しい大きな戦いによく耐えた初めのころのこと

を、思い出してほしい。そしられ苦しめられて

見せ物にされたこともあれば、このようなめに

会った人々の仲間にされたこともあった。さら

に獄に入れられた人々を思いやり、また、もっ

とまさった永遠の宝を持っていることを知って、

自分の財産が奪われても喜んでそれを忍んだ。”

(ヘブル人への手紙  ヒ  10:32～ 34). 

聖書が示す信仰と言うのは自分の暗示や訓練を

通じる肯定的 , 積極的考えや信念ではないです . 

聖書に啓示された神様の口約束を信じるのです . 

聖徒はこのような信仰で生きて行かなければな

りません . このような信仰で生きる人の心には

いつも所望が一杯です . 患難と試験と逼迫にか

なっても気落ちしないです . そのすべてのこと

が神様頃から褒め言葉と尊貴と光栄を得るよう

にするうつわになることを期待します . 神様が

その期待の器にあふれるように満たします . ア

ブラハムのことを含めて信仰で暮した昔の聖徒

たちをよく見れば彼らも信仰から義のあるとい

う認定を受けたし , この世の中に泊まるうちに

天の故郷をしたいながら生きました . そして世

の中で経験するいろいろの問題を神様が一緒に

なさって手伝ってくれることを信じる信仰で対

処しながら乗り越えました . 今日の本文を心に

きざんでください . “神の義は、その福音の中

に啓示され、信仰に始まり信仰に至らせる。こ

れは、「信仰による義人は生きる」と書いてあ

る と お り で あ る 。 ” . （ ロ ー マ 人 へ の 手 紙 , 

1：１７） 

 

聖徒の皆さんはイエスキリストを信じる信仰で

義人になって永生を得て将来に  天国で愛する

神様と永遠に生きるようになります . そして神

様の口約束を信じる信仰と神様が一緒になさっ

て手伝ってくれることを信じる信仰で日々に勝

ちながら生きて行くことができます . 皆さんは  

“私は信仰で生きます.” と言えるように願い

します .そしてその言葉に含みされた意味を他

の人々に伝えながら教えるように願いします . 

 

恵みと真理教会 チョヨンモク 牧師 

 

私は信仰で生きます 


